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(百万円未満切捨て)
１．2026年９月期の連結業績（2025年10月１日～2026年９月30日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年９月期 16,325 8.7 1,490 22.9 1,538 22.2 1,221 33.4

2025年９月期 15,015 13.6 1,212 46.3 1,258 46.2 915 52.0
(注) 包括利益 2026年９月期 1,194百万円( 32.2％) 2025年９月期 903百万円( 51.6％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2026年９月期 136.04 － 26.3 21.5 9.1

2025年９月期 103.34 101.80 23.5 20.4 8.1
(参考) 持分法投資損益 2026年９月期 －百万円 2025年９月期 －百万円

(注) 2026年９月期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年９月期 7,617 5,147 66.4 563.54

2025年９月期 6,715 4,317 62.9 473.75
(参考) 自己資本 2026年９月期 5,059百万円 2025年９月期 4,226百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2026年９月期 1,188 △78 △366 4,151

2025年９月期 1,062 △293 △173 3,407

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2025年９月期 － 0.00 － 45.00 45.00 401 43.5 10.2

2026年９月期 － 0.00 － 62.00 62.00 556 45.6 12.0

2027年９月期(予想) － 0.00 － 63.00 63.00 46.8

３．2027年９月期の連結業績予想（2026年10月１日～2027年９月30日）
(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 8,764 9.1 861 △1.1 865 △5.1 572 △15.8 63.77

通 期 18,432 12.9 1,843 23.7 1,846 20.0 1,208 △1.1 134.58



※ 注記事項

（１）期中における連結範囲の重要な変更 ： 有

除外 ２社（社名） 株式会社イーアセスメント、株式会社AMP.KYOTO

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年９月期 9,037,600株 2025年９月期 9,037,600株

② 期末自己株式数 2026年９月期 60,384株 2025年９月期 117,184株

③ 期中平均株式数 2026年９月期 8,977,216株 2025年９月期 8,860,382株

(参考) 個別業績の概要
2026年９月期の個別業績（2025年10月１日～2026年９月30日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年９月期 16,216 8.7 1,531 29.0 1,578 25.6 1,232 34.9

2025年９月期 14,918 13.5 1,186 45.7 1,257 44.2 914 56.3

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2026年９月期 137.32 －

2025年９月期 103.16 101.62

(注) 2026年９月期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年９月期 7,414 5,029 67.8 560.30

2025年９月期 6,510 4,195 64.4 470.38

(参考) 自己資本 2026年９月期 5,029百万円 2025年９月期 4,195百万円

(個別業績の前期実績との差異理由)

当期純利益につきましては、受注増加に加えて、販売費及び一般管理費の効率改善、一過性の特別利益の計上などに
より、前事業年度の実績値と当事業年度の実績値の間に差異が生じております。

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではございません。また、実際の
業績等は、様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に
あたっての注意事項等については、添付資料４ページ「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧くださ
い。

（決算補足説明資料及び決算説明会内容の入手方法）
当社は、2026年11月18日（水）に機関投資家・アナリスト向け説明会を開催する予定です。この説明会で配布す

る決算説明資料については、TDnetと当社ウェブサイトに同日開示しております。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善を背景に個人消費や設備投資が持ち直し、緩やかな回

復基調で推移いたしました。一方で、緊迫する中東情勢や自然災害、金融資本市場の変動による影響に注視する必要が

ある等、依然として先行き不透明な状況が続いております。

このような環境のもと、主力のソリューション事業におきましては、エンジニア派遣、製造請負及びIT請負において

受注が増加し、増収増益となりました。コンサルティング事業につきましては、HRコンサルティング事業の譲渡やITコ

ンサルティング事業における収益基盤の再構築の影響により、通期では減収減益となったものの売上総利益率は改善し、

当第４四半期連結会計期間におきましては、ITコンサルティング領域が前年同期比で増収へと転じました。AR/VR事業に

おきましては、AI領域での受注は堅調に推移したものの、AR/VR領域における前期に計上した大型案件の反動減や外注費

の増加等により、減収減益となりました。販売費及び一般管理費につきましては、エンジニアをはじめとする全社員向

け生成AIツール導入に伴うシステム関連費用、外部リソース活用を意図した業務委託費等が増加したものの、ソリュー

ション事業における売上総利益の伸長がこれを吸収し、グループ全体の営業利益は増益となりました。また、特別利益

には、HRコンサルティング事業の譲渡に伴う事業譲渡益を計上いたしました。

これらの結果、当連結会計年度の経営成績は、売上高16,325百万円（対前期比8.7％増）、営業利益1,490百万円（同

22.9％増）、経常利益1,538百万円（同22.2％増）、親会社株主に帰属する当期純利益1,221百万円（同33.4％増）とな

りました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

① ソリューション事業

当連結会計年度における事業環境は、デジタル人材市場の拡大が続く中、AI等の利活用が進むにつれて求められる技

術水準が上がり、専門人材の需要が拡大いたしました。

このような環境のもと、派遣業務におきましては、さらなる成長に向け計画を上回る266人の新卒エンジニアを採用し

た結果、在籍エンジニア数は順調に拡大いたしました。併せて、エンジニアの市場価値向上に向けた生成AIツールの導

入や上流案件参画に向けたビジネスパートナー連携などの施策を着実に推進した結果、派遣単価は前期比で4.0％上昇い

たしました。一方で、稼働率につきましては、将来の高付加価値化に向けた新卒エンジニア研修の期間長期化等の影響

により、前期を下回る水準となったものの、在籍エンジニア数の増加による稼働人数の増加により、派遣業務の売上高

は前期を上回りました。

請負業務におきましては、IT請負において東日本エリアを中心とした受注が堅調に拡大したことに加え、エンジニア

増員による体制強化により、高い増収基調を維持いたしました。併せて案件利益率の向上も寄与し、収益性が高まりま

した。また、製造請負におきましても、世界的なGPU需要の増加を背景に、半導体関連顧客向けの売上高が増加いたしま

した。これらに伴い、ソリューション事業売上高に占める請負業務の割合は前期比で1.9ポイント上昇し、13.0％となり

ました。高利益率である請負業務の構成比上昇は、売上総利益率の向上に結びついております。

販売費及び一般管理費につきましては、生成AIツール導入関連費用や社内行事等の従業員エンゲージメント向上に向

けた福利厚生費等の計上により増加いたしました。しかしながら、事業拡大に伴う売上総利益の増加がこれを吸収し、

セグメント利益は増加いたしました。

これらの結果、ソリューション事業の売上高は15,217百万円（対前期比11.5％増）、セグメント利益は1,457百万円

（同36.2％増）となり、2026年９月末時点の在籍エンジニア数は2,269人、当連結会計年度の稼働率は93.4％となりまし

た。

② コンサルティング事業

当連結会計年度における事業環境は、経営基盤の強化を推進する企業において、規模を問わずSAPのクラウド型ERPに

対する需要が堅調に推移いたしました。個別要件に応じた柔軟なシステム構築ニーズが根強く存在する一方、導入効率

化を目的とした標準型モデルの採用も拡大しており、市場ニーズは一段と多様化しております。こうした中、顧客の課

題に寄り添い支援するコンサルタント人材への需要は引き続き高い水準で推移いたしました。

このような環境のもと、当社グループは中長期的な収益性の向上を目指し、HRコンサルティング事業の譲渡を実施し

たほか、自社コンサルタントとパートナー人材の最適なリソース配分を考慮した戦略的な案件選別を推進してまいりま
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した。具体的には、SAPクラウド分野における大規模かつ長期契約が見込まれる個別対応型案件へのリソースシフトや、

エンドユーザーへの伴走支援を通じて、直接取引案件の獲得に注力いたしました。

事業譲渡及び案件厳選の影響から前期比で減収減益となったものの、これらの取り組みを通じた高粗利案件の比率向

上により売上総利益率は改善いたしました。また、当第４四半期連結会計期間においては、これらの戦略的取り組みの

成果が現れ始め、ITコンサルティング領域が前年同期比で増収に転じております。

これらの結果、コンサルティング事業の売上高は619百万円（対前期比27.6％減）、セグメント利益は95百万円（同

21.2％減）となりました。

③ AR/VR事業

当連結会計年度における事業環境は、生成AIの普及が進む中でも産業用途のAR/VR技術に対する需要は底堅く推移いた

しました。特に事故防止や教育訓練など導入目的の具体化が進んでおり、投資効果を見極める顧客の検討により受注ま

での期間は長期化傾向にあるものの、当該領域に強みを持つ当社への相談件数は堅調に増加しております。

このような環境のもと、当社は従来の可視化技術にとどまらず、顧客が保有する設計データや3Dモデルを活用した産

業向けDX支援の強化に注力いたしました。具体的には、AIを活用して2D図面から3Dモデルを即座に自動生成する技術と、

商談時における視覚的訴求による販売促進ニーズを融合させた新たなサービスの展開を進めており、製造業をはじめと

する産業界のDXニーズに応えてまいります。なお、本事業は、高い技術力を背景にグループ全体のブランド価値向上や

優秀な人材の獲得・定着に寄与しており、非財務的な観点においてもグループ全体の成長基盤として重要な役割を果た

しております。

業績面におきましては、産業向けシミュレーターやメタバース領域、AIを活用したシステム開発等を受託いたしまし

た。AI領域は既存顧客からの継続案件を安定的に受注し、前期比で増収となりました。一方、AR/VR領域は前期の大型案

件の反動減に加え、リソース補完やノウハウ獲得に伴う外注費増加により、セグメント全体では減収減益となりまし

た。

これらの結果、AR/VR事業の売上高は388百万円（対前期比4.9％減）、セグメント損失は26百万円（前期は13百万円の

利益）となりました。

④ その他

障害者の雇用の促進等に関する法律に基づく特例子会社である株式会社ストーンフリーの売上高は、就労定着支援事

業における報酬単価上昇の一方、就労移行支援事業における入所者の就職決定が進んだことによる利用者の減少により、

前期比で減収となりました。また、再生医療支援事業を行うプライムロード株式会社は、細胞培養加工受託事業の開始

に伴い増収となったものの、細胞培養加工施設稼働開始に伴う先行費用に加えて、既存の培養加工メニューの改良にお

ける試験費用の発生や、主要顧客からのニーズに応えるための培養加工技術開発等に伴う追加費用の発生により、減益

となりました。

これらの結果、売上高は99百万円（対前期比1.5％増）、セグメント損失は36百万円（前期は８百万円の利益）となり

ました。

（２）当期の財政状態の概況

① 資産の状況

当連結会計年度末における資産合計は7,617百万円となり、前連結会計年度末より902百万円の増加となりました。流

動資産合計は6,426百万円となり、前連結会計年度末より856百万円の増加となりました。これは主に現金及び預金が743

百万円、売掛金が93百万円増加したことによるものであります。固定資産合計は1,191百万円となり、前連結会計年度末

より45百万円の増加となりました。これは主に投資有価証券が49百万円増加したことによるものであります。

② 負債の状況

当連結会計年度末における負債合計は2,470百万円となり、前連結会計年度末より73百万円の増加となりました。流動

負債合計は2,398百万円となり、前連結会計年度末より77百万円の増加となりました。これは主に未払金が64百万円、賞

与引当金が45百万円増加した一方、役員賞与引当金が35百万円減少したことによるものであります。固定負債合計は72

百万円となり、前連結会計年度末より4百万円の減少となりました。これはリース債務が3百万円減少したことによるも

のであります。
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③ 純資産の状況

当連結会計年度末における純資産合計は5,147百万円となり、前連結会計年度末より829百万円の増加となりました。

これは主に剰余金の配当により401百万円減少した一方、親会社株主に帰属する当期純利益1,221百万円を計上したこと

によるものであります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ743百万円増加

し、4,151百万円となりました。当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであ

ります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、1,188百万円の増加（前連結会計年度は1,062百万円の増加）となりました。

資金の増加の主な要因は、税金等調整前当期純利益1,608百万円の計上によるものであります。資金の減少の主な要因

は、法人税等の支払額430百万円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、78百万円の減少（前連結会計年度は293百万円の減少）となりました。資金の

減少の主な要因は、有形固定資産の取得による支出60百万円、投資有価証券の取得による支出49百万円によるものであ

ります。資金の増加の主な要因は、事業譲渡による収入56百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、366百万円の減少（前連結会計年度は173百万円の減少）となりました。資金

の減少の主な要因は、配当金の支払額400百万円によるものであります。

（４）今後の見通し

今後の見通しにつきましては、当社グループの中核事業であるソリューション事業において、国内DX推進に伴う市場

拡大が予想される一方、人材の質・量の不足により、最先端IT技術に精通した専門人材の需要はより高まると見込んで

おります。こうした環境に対応すべく、７人の執行役員をエリア・機能・事業別に配置し、ガバナンス強化と意思決定

の迅速化を両立させることで、機動的な事業展開と企業価値の向上に努めてまいります。

ソリューション事業におきましては、戦略的な人材育成と組織基盤の強化を通じ、高付加価値化と事業拡大を推進し

てまいります。人材育成及び高付加価値化におきましては、現場に深く入り込み、課題特定からシステム実装・定着ま

でを一気通貫で推進できる人材のニーズが高まることが見込まれるため、チーム型FDE（Forward Deployed Engineer）

を担う現場伴走型エキスパート人材の育成に注力し、エンジニアのスキル向上を通じた収益力の拡大を追求いたしま

す。人材採用におきましては、高単価かつAI技術との大きなシナジーが見込まれる機電エンジニアの採用を強化してま

いります。開発・組織体制におきましては、AI駆動による高効率開発を軸としたIT受託開発の拡大を図るほか、社内

DX/AXの推進、階層別教育の実施等を一元的に担う戦略的ハブ組織として「BX/DX戦略部」を新設し、経営基盤及びオペ

レーションの高度化を推進いたします。引き続き、生成AIへの継続的な投資や上流案件領域におけるビジネスパートナ

ーとの連携強化を通じ、中長期的な事業成長を実現してまいります。

コンサルティング事業におきましては、多様化する顧客ニーズに迅速かつ柔軟に対応するため、提供モデルの拡充と

受注構造の革新を推進してまいります。具体的には、SAPクラウド分野において、大企業向けには高付加価値な個別対応

型モデルに係る導入案件の獲得を一層強化するとともに、今後の市場トレンドに備えて中堅企業向けには導入効率に優

れた標準型モデルに係る導入案件の獲得を目指してまいります。併せて、エンドユーザーとの伴走体制構築による直接

取引案件の獲得に引き続き注力してまいります。さらに、中長期的な競争力の源泉となる自社コンサルタントの育成に

向け、外部パートナーとの連携を通じて上流工程への参画機会を創出する育成型アライアンスの構築に取り組んでまい

ります。これらの取り組みに加え、ソリューション事業との営業シナジーを最大化させることで、持続的な成長を支え

る強固な収益基盤の構築を目指してまいります。

AR/VR事業におきましては、重大事故防止や技能承継などの課題を持つ防衛、重工、建設、物流業等向けの「個別専用
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VR/MR」、図面データの3D化に課題を抱える小売、製造業等向けの「3D販売促進ツール」、中堅・大手製造業の品質保

証、安全衛生、設備保全、現場教育部門等向けの「生成AI業務実装研修」の３商材に注力し、提案活動を強化してまい

ります。また、連結子会社である株式会社クロスリアリティに本事業の開発機能を配置し、グループ内の開発業務を担

う体制を構築してまいります。機能区分を明確にして開発ノウハウの蓄積を図るとともに、人的リソースの最適化や拠

点集約による相互活用を進め、グループ全体の収益性向上に努めてまいります。

その他の事業におきましては、再生医療支援事業を行うプライムロード株式会社が、国内では希少な新規培養加工メ

ニューの提供に向けて開発と検証を進めております。成長戦略の一環として、新たな収益事業基盤構築へ継続的に挑戦

してまいります。

これらを踏まえ、2027年９月期の通期連結業績予想につきましては、売上高18,432百万円（当連結会計年度比12.9％

増）、営業利益1,843百万円（同23.7％増）、経常利益1,846百万円（同20.0％増）、親会社株主に帰属する当期純利益

は、賃上げ促進税制の適用除外や一過性の特別利益に係る反動減により、1,208百万円（同1.1％減）を見込んでおりま

す。

なお、現時点の業績予想の詳細につきましては、当社ウェブサイトに掲載している「2026年９月期 決算説明会資料」

をご参照ください。

（注）上記の業績予想は本資料作成日現在において入手可能な情報に基づき作成しており、実際の業績は、今後の様々

な要因によって記載内容と異なる可能性があります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財務

諸表を作成する方針であります。

なお、IFRS（国際財務報告基準）の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針で

あります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年９月30日)

当連結会計年度
(2026年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,407 4,151

売掛金 2,035 2,128

電子記録債権 - 0

仕掛品 13 44

原材料 - 4

その他 115 97

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 5,570 6,426

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 180 285

機械及び装置（純額） - 15

工具、器具及び備品（純額） 84 69

リース資産（純額） 10 -

建設仮勘定 123 -

その他（純額） 0 0

有形固定資産合計 398 371

無形固定資産

ソフトウエア 28 19

その他 0 0

無形固定資産合計 28 19

投資その他の資産

投資有価証券 192 242

繰延税金資産 231 248

その他 297 313

貸倒引当金 △3 △3

投資その他の資産合計 717 800

固定資産合計 1,145 1,191

資産合計 6,715 7,617
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年９月30日)

当連結会計年度
(2026年９月30日)

負債の部

流動負債

リース債務 6 -

未払金 940 1,004

未払法人税等 272 278

未払消費税等 365 358

賞与引当金 515 560

役員賞与引当金 35 -

その他 186 195

流動負債合計 2,321 2,398

固定負債

リース債務 3 -

資産除去債務 60 61

繰延税金負債 11 10

その他 0 0

固定負債合計 76 72

負債合計 2,397 2,470

純資産の部

株主資本

資本金 436 436

資本剰余金 446 423

利益剰余金 3,433 4,245

自己株式 △89 △46

株主資本合計 4,226 5,059

非支配株主持分 91 88

純資産合計 4,317 5,147

負債純資産合計 6,715 7,617
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2024年10月１日
至 2025年９月30日)

当連結会計年度
(自 2025年10月１日
至 2026年９月30日)

売上高 15,015 16,325

売上原価 11,100 12,071

売上総利益 3,914 4,253

販売費及び一般管理費 2,701 2,763

営業利益 1,212 1,490

営業外収益

受取利息 4 8

受取配当金 0 0

助成金収入 41 41

その他 0 1

営業外収益合計 46 52

営業外費用

支払利息 0 0

保険解約損 - 2

リース解約損 - 0

その他 0 0

営業外費用合計 0 4

経常利益 1,258 1,538

特別利益

事業譲渡益 - 70

特別利益合計 - 70

税金等調整前当期純利益 1,258 1,608

法人税、住民税及び事業税 376 432

法人税等調整額 △20 △17

法人税等合計 355 414

当期純利益 903 1,194

非支配株主に帰属する当期純損失（△） △12 △26

親会社株主に帰属する当期純利益 915 1,221
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2024年10月１日
至 2025年９月30日)

当連結会計年度
(自 2025年10月１日
至 2026年９月30日)

当期純利益 903 1,194

包括利益 903 1,194

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 915 1,221

非支配株主に係る包括利益 △12 △26
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2024年10月１日 至 2025年９月30日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 436 514 2,782 △165 3,568

当期変動額

剰余金の配当 △264 △264

親会社株主に帰属する

当期純利益
915 915

自己株式の処分 △70 75 4

連結子会社の増資によ

る持分の増減
2 2

利益剰余金から資本剰

余金への振替
-

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 - △68 650 75 657

当期末残高 436 446 3,433 △89 4,226

非支配株主持分 純資産合計

当期首残高 18 3,586

当期変動額

剰余金の配当 △264

親会社株主に帰属する

当期純利益
915

自己株式の処分 4

連結子会社の増資によ

る持分の増減
85 88

利益剰余金から資本剰

余金への振替
-

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△12 △12

当期変動額合計 73 731

当期末残高 91 4,317



株式会社エスユーエス(6554) 2026年９月期 決算短信

11

当連結会計年度(自 2025年10月１日 至 2026年９月30日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 436 446 3,433 △89 4,226

当期変動額

剰余金の配当 △401 △401

親会社株主に帰属する

当期純利益
1,221 1,221

自己株式の処分 △40 43 2

連結子会社の増資によ

る持分の増減
10 10

利益剰余金から資本剰

余金への振替
8 △8 -

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 - △22 811 43 832

当期末残高 436 423 4,245 △46 5,059

非支配株主持分 純資産合計

当期首残高 91 4,317

当期変動額

剰余金の配当 △401

親会社株主に帰属する

当期純利益
1,221

自己株式の処分 2

連結子会社の増資によ

る持分の増減
36 46

利益剰余金から資本剰

余金への振替
-

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△40 △40

当期変動額合計 △3 829

当期末残高 88 5,147
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2024年10月１日
至 2025年９月30日)

当連結会計年度
(自 2025年10月１日
至 2026年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 1,258 1,608

減価償却費 85 90

保険解約損益（△は益） - 2

リース解約損 - 0

助成金収入 △41 △41

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3 0

賞与引当金の増減額（△は減少） 107 45

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 24 △35

受取利息及び受取配当金 △4 △8

支払利息 0 0

事業譲渡損益（△は益） - △70

売上債権の増減額（△は増加） △182 △94

棚卸資産の増減額（△は増加） 0 △35

未払金の増減額（△は減少） △1 62

未払消費税等の増減額（△は減少） 37 △6

その他 45 49

小計 1,334 1,568

利息及び配当金の受取額 4 8

利息の支払額 △0 △0

法人税等の支払額 △317 △430

助成金の受取額 41 41

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,062 1,188

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △130 △60

無形固定資産の取得による支出 △6 △1

投資有価証券の取得による支出 △40 △49

保険積立金の積立による支出 △100 -

差入保証金の差入による支出 - △41

事業譲渡による収入 - 56

その他 △16 18

投資活動によるキャッシュ・フロー △293 △78

財務活動によるキャッシュ・フロー

非支配株主からの払込みによる収入 88 46

配当金の支払額 △264 △400

その他 2 △13

財務活動によるキャッシュ・フロー △173 △366

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 595 743

現金及び現金同等物の期首残高 2,812 3,407

現金及び現金同等物の期末残高 3,407 4,151
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

(1) 報告セグメントの決定方法

当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは、社内業績管理単位であるサービス別の事業部門及び子会社を基礎とし、経済的特徴が類似して

いる事業セグメントを集約した「ソリューション事業」、「コンサルティング事業」及び「AR/VR事業」を報告セグ

メントとしております。

(2) 各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類

「ソリューション事業」は、開発設計エンジニア等の労働者派遣、業務受託に関する業務を行っております。

「コンサルティング事業」は、ERPソフトウエアパッケージを用いたコンサルティング及び導入支援・運用・保守等

を行っております。なお、顧客との契約形態は業務委託の他、派遣契約等が含まれております。「AR/VR事業」は、

AR（拡張現実）、VR（仮想現実）、MR（複合現実）、メタバース、AI（人工知能）領域におけるエンジニアの育成、

企業や教育機関が求めるAR/VRコンテンツやプラットフォームの販売及び開発並びにAI関連の自社商品・技術・サー

ビスの販売及び受託開発等を目的に事業を行っております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表作成において採用している会計処理の方法と

同一であり、報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部売上高及び振替高

は市場実勢価格に基づいております。なお、当社グループは、事業セグメントに資産を配分しておりませんが、当

該資産にかかる減価償却費についてはその使用状況によった合理的な基準に従い事業セグメントに配分しておりま

す。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 2024年10月１日 至 2025年９月30日)

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注)

合計
連結

財務諸表
計上額

ソリュー
ション
事業

コンサル
ティング
事業

AR/VR事業 計

売上高

外部顧客への売上高 13,652 856 408 14,917 97 15,015 15,015

計 13,652 856 408 14,917 97 15,015 15,015

セグメント利益 1,070 121 13 1,204 8 1,212 1,212

その他の項目

減価償却費 79 2 3 85 0 85 85

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、就労移行支援事業等を含んでおり
ます。
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当連結会計年度(自 2025年10月１日 至 2026年９月30日)

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注)

合計
連結

財務諸表
計上額

ソリュー
ション
事業

コンサル
ティング
事業

AR/VR事業 計

売上高

外部顧客への売上高 15,217 619 388 16,225 99 16,325 16,325

計 15,217 619 388 16,225 99 16,325 16,325

セグメント利益
又は損失（△）

1,457 95 △26 1,527 △36 1,490 1,490

その他の項目

減価償却費 72 1 3 77 13 90 90

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、就労移行支援事業等を含んでおり
ます。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2024年10月１日
至 2025年９月30日)

当連結会計年度
(自 2025年10月１日
至 2026年９月30日)

１株当たり純資産額 473円75銭 563円54銭

１株当たり当期純利益 103円34銭 136円04銭

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

101円80銭 －

(注) １．当連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

２．１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりでありま

す。

前連結会計年度
(自 2024年10月１日
至 2025年９月30日)

当連結会計年度
(自 2025年10月１日
至 2026年９月30日)

１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益(百万円) 915 1,221

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益(百万円)

915 1,221

普通株式の期中平均株式数(株) 8,860,382 8,977,216

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益調整額(百万円) － －

普通株式増加数（株） 133,957 －

（うち新株予約権（株）) (133,957) (－)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり当期純利益の算定に含まれなかった潜在株
式の概要

－ －

３．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度末
(2025年９月30日)

当連結会計年度末
(2026年９月30日)

純資産の部の合計額(百万円) 4,317 5,147

純資産の部の合計額から控除する金額(百万円) 91 88

(うち非支配株主持分（百万円）) （91） （88）

普通株式に係る期末の純資産額(百万円) 4,226 5,059

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普
通株式の数(株)

8,920,416 8,977,216

(重要な後発事象)

該当事項はありません。


